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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 22日 (2005.11.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

。
【 請 求 項 ２ 】
　 治 療 的 に 有 効 な 組 み 合 わ せ が 、 少 な く と も 1種 の イ ン タ ー フ ェ ロ ン β を 含 有 す る 薬 学 的
組 成 物 お よ び 少 な く と も 1種 の イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス ト を 含 有 す る
薬 学 的 組 成 物 を 含 む 、 請 求 項 1に 記 載 の 。
【 請 求 項 ３ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1aを 含 む 、 請 求 項 2に 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1bを 含 む 、 請 求 項 2に 記 載 の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1aお よ び イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1bの 組 み 合 わ
せ を 含 む 、 請 求 項 2に 記 載 の 。
【 請 求 項 ６ 】
　 イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス ト が 抗 Tacで あ る 、 請 求 項 2に 記 載 の

。
【 請 求 項 ７ 】
　 自 己 免 疫 疾 患 が 多 発 性 硬 化 症 で あ る 、 請 求 項 2に 記 載 の 。
【 請 求 項 ８ 】

イ ン タ ー フ ェ ロ ン β お よ び イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス ト を 含 む 治 療 的
に 有 効 な 組 み 合 わ せ を 包 含 す る 、 被 検 体 に お け る 自 己 免 疫 疾 患 を 治 療 す る た め の 薬 学 的 組
成 物
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　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が 毎 週 投 与 さ れ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス ト が
2週 間 の 間 隔 週 で 投 与 さ れ 次 い で 毎 月 投 与 さ れ る 、 請 求 項 7に 記 載 の 。
【 請 求 項 ９ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が Betaseronで あ り 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス
ト が 抗 Tacで あ る 、 請 求 項 8に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が 隔 日 で 投 与 さ れ 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス ト
が 2週 間 の 間 隔 週 で 投 与 さ れ 次 い で 毎 月 投 与 さ れ る 、 請 求 項 7に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が Avonexま た は Rebifで あ り 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン
タ ゴ ニ ス ト が 抗 Tacで あ る 、 請 求 項 10に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス ト が 隔 週 で 投 与 さ れ る 、 請 求 項 7に 記 載 の

。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 多 発 性 硬 化 症 が 再 発 性 -弛 張 性 ま た は 二 次 進 行 性 で あ る 、 請 求 項 7に 記 載 の
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1a、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1b、 ま た は こ れ ら
の 組 み 合 わ せ を 含 み 、 イ ン タ ー ロ イ キ ン -2レ セ プ タ ー ア ン タ ゴ ニ ス ト が 抗 Tacで あ る 、 請
求 項 7に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1aが Avonexま た は Rebifで あ り 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β  1bが Betaser
onで あ り 、 か つ 抗 Tacが ダ ク リ ズ マ ブ （ daclizumab） で あ る 、 請 求 項 14に 記 載 の

。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 被 験 体 が 以 前 に イ ン タ ー フ ェ ロ ン β 単 独 を 用 い て 治 療 さ れ 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β 単 独 を
用 い る 治 療 に 対 す る 応 答 に 失 敗 し て い る 、 請 求 項 7に 記 載 の

。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 ダ ク リ ズ マ ブ が 1～ 2mg/kgの 用 量 で 投 与 さ れ る 、 請 求 項 15に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ダ ク リ ズ マ ブ が Zenapaxで あ る 、 請 求 項 17に 記 載 の 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 イ ン タ ー フ ェ ロ ン β が 皮 下 投 与 さ れ る 、 請 求 項 2に 記 載 の 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　

。
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治 療 的 に 有 効 な 用 量 の 抗 Tacを 含 有 す る 、 被 験 体 に お け る 多 発 性 硬 化 症 を 治 療 す る た め
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